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地域熱供給への再エネ熱の導入
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中央熱源方式

熱源水ネットワーク方式
（第5世代地域熱供給）

この方式では外部からのエネルギー供給は、系統電力の
みである。熱源水の供給先がそれぞれ施設の熱需要を賄う
水熱源ヒートポンプに接続されており、系統電力を用いて
熱源水を循環させ、ヒートポンプを駆動させるシステムに
なっている。熱源として温度差が利用できる地中熱と下水
熱（処理場と管渠）のほか、河川熱、海水熱も利用できる。
また、高温の熱源としての太陽熱や木質バイオマス熱も熱
源水の加温に利用できるほか、熱源水の温度調整に空気熱
（クーリングタワーによる温熱、ヒーティングタワーによ
る温熱）も活用できる。なお、欧州の事例では、熱源水
ネットワークに接続する熱源として、工場などからの排熱
や化石燃料を含まれている。



欧州の第5世代地域熱供給
再エネ熱の熱源の種別と設備規模
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出典：2021年度NEDO調査：再生可能エネルギー熱利用技術を用いた熱供給の導入可能性と研究開発課題に係る調査
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再エネ導入の地域熱供給の利点
電気・熱のカップリング

１．再エネ熱導入による
デマンドの低減による発
電設備の低減

２．地域熱供給の蓄熱槽に
よるヒートポンプを介した
再エネ余剰電力の蓄熱

COP4のヒートポンプであれば、余剰電力１
に対して、再エネ熱とあわせて４のエネルギー
が蓄熱できる。
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